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　ニュースは「現実」を伝えるもの。テレビに映し出される出来事や、新聞雑誌が伝えることが、そのまま世の
中の動きを捉えたものだと考える人は、意外と多いのではないでしょうか。しかし、誤解を恐れずに言えば、実
際はそうではありません。「メディアがうそをついている」ということではありません。媒体が異なれば、また
発信する国や地域が異なれば、同じ出来事であっても、異なる視点で報じられることは、日常的に起こりうるこ
となのです。伝えられる情報は、事実の中の一側面に過ぎず、「事実はひとつでも真実は複数ある」というのが
実際のところです。
　近年、国内ではメディア・リテラシーの重要性が叫ばれています。「メディアを批判的に理解していく学習」として、
北米で主に使われている言葉ですが、イギリスでは「メディア教育」と呼ばれ、古くから取り組みがなされてきました。
残念ながら日本はやっと緒についたばかりで、世界的に見ても遅れていると言わざるを得ません。メディアの特徴
やコンテンツの制作過程、客観性、そしてそのコンテンツが発信されることによってもたらされる影響や効果につ
いて理解する能力は、グローバル社会を生き抜く現代人において必携のスキルといえるでしょう。
　私たちは、日々情報の洪水の中にいます。メディア環境研究所の調査によれば、マス4媒体とパソコン、スマ
ホ等のインターネット媒体を合わせた1日のメディア接触時間は5時間53分にもなり、寝ている時間や仕事・学
校へ行っている時間を除くと、ほとんどの時間メディアに触れていることになります。それほどの時間を割いて
いるわけですから、メディアによって伝えられるコンテンツを正しく判読し読み解いて、振り回されることなく、
役立てる能力がいかに重要であるかお分かりいただけるのではないでしょうか。
　情報を吸収するために最も必要な資質は、好奇心を持つことです。しかしながら、時として、思い込みや先入
観が我々の眼を曇らせることがあります。それには、意識的に複数のメディアから多様な視点を得ることが重要
です。更に、国内メディアだけでなく、海外メディアの視点と対比してみることで、様々な「気づき」が得られ
るはずです。メディア・リテラシーを高めることは、これからのグローバル人材にとって、欠くことのできない
大切な素養なのです。

グローバル人材にとって
大切な素養
～メディア・リテラシーの重要性～
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　英語の基礎力がつき、ビジネスの場面からカジュアルな場面までと場面に応じた表現が身につ
いてくると、今度はさらに自分の「思い」を感じたままに英語でも表現したくなるのではないでしょ
うか。
　Viewpoint Second Editionでは、構文の持つ意味や用法を通して、より洗練された表現方
法を学習していただけますので、自分の思っていることをありのまま英語にすることができるように
なってきます。たとえば、次の文を比べてみましょう。
  We could have checked the document more carefully.
「私たちは、もっとそのドキュメントを気をつけてチェックするべきだったね」
  You could have checked the document more carefully.
「あなたは、もっとそのドキュメントを気をつけてチェックすることもできたのに」
このように、同じ「could have＋過去分詞」の構文の文でも、「後悔」を表したり、「非難」を表したり、
と意味が違ってくるのですが、このような意味や用法の使い分けを構文を使って意識的にすることができるようになってくるのです。
　Viewpoint は「場面にふさわしい」英語からさらに「自分の気持ちをのせた」英語へと、皆様に大きな飛躍を経験していただく
ために開発されたコースです。 皆様がこのコースを通じて、グローバルなViewpoint （視点）に触れ、自分の「思い」を世界の人
たちと通い合わせることができるようになりますことをスタッフ一同願っております。

　KICK OFF Second Editionは、英語でのコミュニケーションが初めての方でも、無理なくス
ムーズなスタートが切れるように工夫されたコースです。
　さまざまな設定の中でその日の学習目標を練習することで、「どこで」「どのように」その構文
や表現を使うのかが見えてきます。ただ単に記憶するタイプの「学習」とは異なり、実際の使
用場面を想像しながら練習することで、レッスンはより楽しく現実的なものになってきます。例えば、
語学を始めたときに必ず習う数字。現実の世界では、「どこで」「どのようにして」使いますか？
数字を1から１００まで言えるようになっても、使う場所がなければなんとなく無駄な気がしませんか。
例えば、03-9985-1214をzero three, nine nine eight five, one two one four のようにひとつひ
とつの数字をハイフンで区切って読めば電話番号に。また、1214 Mason Street は twelve 
fourteen Mason Street のように、1214を下の桁からふたつずつに区切って読むと住所や部屋
番号になります。このように、実際に使う場面や用途を知り、その場面で練習することで、「た
だ単に記憶する」という勉強から解放され、コミュニケーションとしての英語を楽しく身につけることができます。
　また、各レッスンはインプットからアウトプットへと徐 に々移行していきます。ドリル形式の反復練習を十分に行った後で応用練習へと
進みますので、毎回のレッスンが終わるころには、その日の学習目標を使ってご自分のことを話すことができるようになっているはずで
す。「自分のことを英語で表現できる」という喜びは、大きな自信となり、今後の英語学習をしっかりと動機づけてくれるものとなります。
このコースが、英語学習の順調なKick Offの一助となり、次のステップへの架け橋となりますように。

いよいよデジタルレッスンのラインナップが完成します！

2014年1月
2014年5月
2014年9月

Get Set ／Checkpoint
Line Up／Viewpoint
Kick Off

　「デジタルレッスン」は創業40周年に合わせて、イーオンが満を持して導入した新しいタイプのレッスンです。 
　これまでのティーチングノウハウに、デジタルという先進性を取り入れたことで、テンポよく、見やすく、聞きやすく、
変化に富むレッスンの構成と、より密度の濃いレッスン内容を追求するために開発を進めてきました。
　2013年１月より全国253拠点すべてで一斉にパイロット稼働を始め、5月より本格導入に至りました。順次、対象クラ
スの拡大を図り、いよいよ2014年、
ラウンドアップレッスンでの最上級
クラス（ASPIRE）を除くすべてのクラ
スを「デジタルレッスン」に移行さ
せます。

導入スケジュール

イーオン語学教育研究所～すべては生徒様の上達のために～ 
三浦 麻里子■ Viewpoint Second Edition発刊のお知らせ 

堀田 和江■ KICK OFF Second Edition発刊のお知らせ 
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※上映エリアのスクールで、特別割引券を差し上げています。

英
語
が
で
き
な
い
悔
し
さ
か
ら一念
発
起
！

　

ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
局
、
仙
台
放
送
の
企

画
制
作
部
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て
い

ま
す
。
映
像
に
関
係
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

企
画
・
開
発
し
、
出
演
者
や
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

な
ど
制
作
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
、
放
送

や
販
売
ま
で
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
仕
事

で
す
。
大
学
時
代
に
阪
神
淡
路
大
震
災

で
被
災
し
、
世
の
中
に
影
響
を
与
え
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
報
道
関
係
の

仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

98
年
に
入
社
後
、
報
道
部
に
配
属
さ

れ
、
報
道
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
中
国

ロ
ケ
の
特
番
制
作
な
ど
、
海
外
で
取
材

を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

ど
の
地
域
の
取
材
で
あ
っ
て
も
、「
英
語

さ
え
通
じ
れ
ば
」
と
い
う
場
面
が
多
く
、

悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
一
度
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
02
年
に

制
作
部
に
異
動
し
、
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
の
担
当
に
な
っ
た
と
き
に
、
意

を
決
し
て
、
イ
ー
オ
ン
仙
台
駅
前
校
に

入
学
し
ま
し
た
。

東
北
大
学・川
島
教
授
と
の
出
会
い
か
ら
、

映
画「
僕
が
ジ
ョン
と
呼
ば
れ
る
ま
で
」製
作
ま
で

　

仙
台
放
送
で
本
格
的
な
認
知
症
取
材
が
始
ま
っ

た
の
は
、
私
が
入
社
す
る
前
の
約
20
年
前
に
遡
り

ま
す
。
そ
し
て
03
年
に
東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教

授
の
研
究
に
い
ち
早
く
注
目
。
川
島
教
授
が
提
唱

す
る
「
読
み
・
書
き
・
計
算
が
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
」
と
い
う
研
究
成
果
を
元
に
、
04
年
か
ら
お
茶

の
間
で
簡
単
に
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
出
来
る
世

界
初
の
ミ
ニ
番
組
『
川
島
隆
太
教
授
の
テ
レ
ビ
い

き
い
き
脳
体
操
』
を
制
作
し
、
現
在
も
週
５
日
放

送
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
07
年
に
現
在
の
企
画
制

作
部
に
異
動
に
な
り
、
こ
れ
ら
脳
科
学
系
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
中
心
に
、
番
組
制
作
と
海
外
へ
の
展
開
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
高
齢
化
と
共
に
認
知
症
患
者
が
世
界
的
に

急
増
し
て
い
ま
す
が
、
根
本
的
な
治
療
法
は
ま
だ

確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
川
島
教
授
が

中
心
と
な
っ
て
開
発
し
た
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
手
法

を
応
用
し
て
、
認
知
症
の
予
防
・
改
善
が
可
能
な

の
か
、
海
外
初
の
実
証
研
究
が
米
国
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
１
年
間
の
米
国
取
材
を
行
い
、
仙
台

放
送
初
の
長
編
映
画
、
し
か
も
全
編
英
語
、
と
い

う
異
色
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
僕
が
ジ
ョ
ン

と
呼
ば
れ
る
ま
で
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

イーオン仙台駅前校で。担任のクリス先生と、太田さんの英語学習アドバイスを10年している教務主任のリエ先生。

クリーブランド映画祭で英語で挨拶する太田様 

監督 ： 風間直美・太田 茂　プロデューサー ： 太田 茂
製作・配給 ： 仙台放送
2014年3月より東京都写真美術館ホールほか全国公開

　舞台は、自然豊かなアメリカ・オハイオ州の介護
施設。生きる希望さえ失いかけていた認知症のお
年寄りが、日本で生まれた認知症改善プログラムを
きっかけに笑顔や自分自身を取り戻すまでを描いた
感動の物語。
　認知症のエブリン（左）は、毎日、職員のジョン（右）
から自己紹介されるが、5分後には彼の名前を忘れて
しまう。でも、毎日「読み・書き・計算」に挑戦する
ようになって数カ月後、エブリンに驚きの変化が…。

「僕がジョンと呼ばれるまで」

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
す
る
イ
ー
オ
ン
生

今
年
3
月
に
全
国
で
劇
場
公
開
さ
れ
る
映
画「
僕
が
ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
ま
で
」の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
監
督
を
務
め
て
い
る

太
田
茂
さ
ん
は
、イ
ー
オ
ン
仙
台
駅
前
校
に
約
10
年
通
学
す
る
生
徒
様
。

そ
の
活
躍
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

巻　頭

特　集

イ
ー
オ
ン
で
学
ん
だ
英
語
が
、世
界
で

活
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
ま
し
た
！

　

私
は
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
出
会
う
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
考
え
、
英
会
話
を
学
び
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
握
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ハ
グ
は
い
つ
す
る
の
か
、
と
い
う
文
化
的

な
面
も
含
め
た
経
験
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
本
や
教
材
を
買
っ

て
自
宅
で
や
る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
直
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
上
達
を
実
感
し
た
の
は
、
始
め
て
８
カ
月
目
頃
で
す
。
あ
る
番

組
で
、
外
国
人
に
ご
出
演
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
私
の
英
語
で
の
デ
ィ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
理
解
し
て
く
れ
て
、
ジ
ョ
ー
ク
に
も
笑
っ
て
い
た
だ
き
、

自
分
の
英
語
が
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て
い
る
、
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ー
オ
ン
に
は
３
つ
の
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１
つ
目
は
「
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
が
醸
し
出
す
一
体
感
」
で
す
。
い
つ
も
我
が
家
の
よ
う
に
迎

え
て
く
れ
ま
す
し
、
私
の
近
況
を
他
の
先
生
も
よ
く
ご
存
知
な
の
に
は
い

つ
も
驚
き
ま
す
。
２
つ
目
は「
教
材
が
練
り
に
練
ら
れ
て
い
る
」こ
と
で
す
。

私
は
自
宅
に
イ
ー
オ
ン
以
外
の
英
語
教
材
は
１
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の

教
材
に
浮
気
を
し
た
く
な
い
の
で
、
全
部
捨
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
英
語

で
の
商
談
で
も
イ
ー
オ
ン
の
テ
キ
ス
ト
の
慣
用
句
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま

す
。
生
き
た
英
語
を
研
究
し
尽
く
し
て
い
る
と
実
感
す
る
毎
日
で
す
。
３

つ
目
は
「
英
語
の
勉
強
の
仕
方
を
相
談
で
き
る
」
こ
と
で
す
。
英
語
が
苦

手
な
人
は
、
自
分
も
含
め
て
、「
英
語
の
正
し
い
勉
強
方
法
を
知
ら
な
い
」

の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
イ
ー
オ
ン
の
日
本
人
の
先
生
の
勧
め
で
、
１
人

で
運
転
す
る
時
は
付
属
CD
を
再
生
し
て
、
同
時
に
喋
り
な
が
ら
通
勤
し

て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
今
、
思
う
と
か
な
り
効
果
的
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

今
回
の
映
画
製
作
の
舞
台
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
介
護
施
設
で
し
た
が
、

明
る
く
お
喋
り
好
き
な
方
が
多
く
、
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
が
大
好
き
で
、
参
加
す
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
方
と
歓
談
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
英
語

で
の
自
己
紹
介
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
事
情
を
ご
紹
介
す
る

機
会
も
多
く
、
イ
ー
オ
ン
の

「
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
レ
ッ
ス
ン
」
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
、
私
を
何
度
も
救
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
国
際
映
画
祭
で
は
、
上
映
直
前
に
制
作
者

が
観
客
の
前
で
挨
拶
す
る
の
が
慣
例
な
の
で
す
が
、
今

回
、
受
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
映
画
祭
で
の
ス
ピ
ー
チ
の
準
備
の
た
め

に
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
観
客
の
前
で
の

挨
拶
や
、
映
画
の
紹
介
、
想
定
さ
れ
る
質
問
へ
の
気
の
利
い
た
回
答
な
ど
、

出
発
前
に
何
度
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
臨
み
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
た
く

さ
ん
の
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
け
た
の
は
、
皆
様
の
ご
指
導
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

元
々
は
英
語
が
苦
手
だ
っ
た
私
が
、
社
会
人
５
年
目
に
重
い
腰
を
あ
げ

て
イ
ー
オ
ン
に
入
学
し
た
の
が
03
年
。
そ
こ
か
ら
英
会
話
の
楽
し
さ
を
学

び
、10
年
後
に
英
語
で
長
編
映
画
を
製
作
す
る
機
会
に
巡
り
合
い
ま
し
た
。

今
日
が
あ
る
の
は
、
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
の
お
か
げ
で
す
が
、

大
き
な
可
能
性
の
扉
を
開
い
て
く
れ
た
の
は
イ
ー
オ
ン
と
の
出
会
い
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
イ
ー
オ
ン
で
学
ぶ
全
て
の
皆
様
に
た
く
さ
ん
の
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
扉
を
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
上
達
の
遅
い
私
で
す
が
、「
英
語
は
上
手
下
手
よ
り
、
伝
わ
る
こ

と
が
大
事
」
と
自
ら
に
言
い
訳
し
な
が
ら
（
笑
）、
今
後
も
イ
ー
オ
ン
生

活
を
満
喫
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

世界の映画祭が涙した長編ドキュメンタリー映画



安井 泉帆 様（大学生）
岩倉校［愛知県］

仲間がいるから、がんばれる!

生徒さまの勉強法紹介AEON My Style
　私がイーオンに通おうと決めたきっかけは、中学2年の夏に行ったマレーシアへの市からの海
外派遣でした。たった1週間でしたが、異文化というものに初めて触れ、衝撃を受けたのを今
でも鮮明に覚えています。今からは全然想像できませんが、英語なんか大嫌いで全く話すこと
もできなかったので、現地ではコミュニケーションが取れないことに苛立ちを感じました。この
悔しい思いから、英語学習に前向きに取り組むようになりました。
　私の勉強法は頑張りすぎないことです。イーオンでの会話の学習に加え、好きな洋楽を聞い
たり、文法書を読み直したり、嫌にならない程度に単語帳を開いたり、とりあえず継続的に勉
強をするように心がけました。あれから７年ほどたちました。2週間から1か月の短期ではありま
すが、ニュージーランド、カナダ、アイルランド、ドイツへと短期留学を果たしました。それぞ
れの国の文化はやはり違うもので、カルチャーショックというよりもただただ驚きの連続でした。
また英語のアクセントもそれぞれ違い、特にアイルランド英語に最初は少し苦労しました。苦い
体験もたくさんしましたが、それも含めてとても貴重な体験でした。これらの体験を糧にこれか
らもさらなる英語力向上に向け、英語学習に取り組んでいきたいと思います。次の目標は英検
準1級とTOEICテスト900点を取る事です！

体験を糧にさらなる英語力向上!

　50才を過ぎた頃から、人生後半戦での、何か核となるようなものが無いかと探していました。
当時、勤めていた会社の福利厚生の中にイーオンでの英会話学習サポートがあるのを見つけ、“こ
れだ！”と思い “50の手習い ”宜しく再学習を始めました。
　就職してから、英語とは全く無縁な生活を送ってきた私にとってそれは中学英語を一からやり直
す様なものでした。勉強法も昔とは随分違っており戸惑いもありましたが、先生方からオーバーラッ
ピング、シャドゥーイングなどの勉強法を教わり、実践してきました。その中でも私はディクテーショ
ンが一番大好きでした。レッスンの予習は必ずダイアローグのディクテーションから始めました。
一語一語、一文一文、聞き取ったものをノートに書いていき、最後まで聞き取れなかった箇所は
カタカナでその音を書き留めていきました。一時間以上かけていたと思います。集中力、音と音
のつながり、文法に基づいて類推する力などを養うことができました。また、TOEICテストや英検
に対し目標を立て、チャレンジして行くことも英語学習へのモチベーションを高めて行くために、
とても有効な手段だと思います。
　私自身もTOEICテスト900点、英検1級合格という目標を立て、学習を継続し達成することができ
ました。現在は通訳案内士試験合格を目指してイーオンで特訓しています。今後はさまざまなイ
ベントでボランティア通訳として貢献したいという新たな目標もでき、もっと勉強しなくてはという
気持ちを一層強くしています。

英語を自分の強みとして生かしたい。

将来の夢は「海外で人の役に立ちたい」

　
私
が
イ
ー
オ
ン
に
入
学
し
た
き
っ
か
け
は
、

転
職
後
、
外
国
人
の
方
と
の
会
話
、
メ
ー
ル

で
の
や
り
取
り
が
必
要
に
な
り
、
英
語
力
の

強
化
を
し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。

　
イ
ー
オ
ン
に
通
い
始
め
英
語
に
対
す
る
抵

抗
が
な
く
な
り
、
仕
事
で
英
語
を
使
用
す
る

以
外
で
も
洋
画
や
洋
楽
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
目
標
は
外
国
人
の

方
と
物
怖
じ
せ
ず
ス
ム
ー
ズ
に
会
話
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
会
話
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
と
る
こ
と
、
会
話
を
止
め
な
い
ア
イ
デ
ィ

ア
と
英
語
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。
ま

た
私
が
英
会
話
を
始
め
て
か
ら
、
息
子
に
は

幼
少
期
か
ら
英
語
に
慣
れ
さ
せ
、
シ
ャ
イ
な

性
格
を
直
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
将
来
の
国
際
人
と
し
て
社
会
に
で
る

の
に
も
役
に
立
て
ば
と
い
う
気
持
ち
か
ら
レ
ッ

ス
ン
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
息
子
に
と
っ
て
も
イ
ー
オ
ン
は
保
育
園
と

は
別
の
学
習
、
交
流
の
場
に
な
り
、
毎
週
通

う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
休
日
に

出
か
け
た
際
、
蝶
々
を
見
て
「
バ
タ
フ
ラ
イ
」

と
英
語
を
使
っ
て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
家
で
英
語
で
会
話
し
て
み
た
り
、

一
緒
に
勉
強
し
た
り
と
、
英
語
が
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

英
語
が
家
族
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
!

　
海
外
旅
行
に
行
く
と
い
つ
も
英
語
が
上
手
く
伝
わ
ら
な
い
、
と

い
う
状
況
で
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
今
思
え
ば
、
英
語
が
で
き
な
い
こ
と
で
旅
を
半
分
以
上

損
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。「
ど
う
せ
行
く
な
ら
英
語
を
話
し

た
い
」
そ
ん
な
思
い
が
英
語
を
勉
強
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
以

前
は
別
の
英
会
話
ス
ク
ー
ル
や
カ
フ
ェ
レ
ッ
ス
ン
な
ど
で
勉
強
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
外
国
人
の
お
友
達
も
出
来
、
英
語
に
触

れ
る
機
会
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
の
で
す
が
、
自
己
流
で
勉
強

を
し
て
い
た
の
で
、「
本
当
に
こ
の
勉
強
方
法
で
上
達
す
る
の
か

な
？
」
と
途
中
で
不
安
に
な
り
、
ま
た
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

な
ど
で
英
語
の
上
達
に
伸
び
悩
み
、
一
時
期
英
語
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
英
語
の
勉
強
を
や
め
て
し
ま
う
と
す

ぐ
に
話
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ど
う
や
っ
て
勉
強
を
し
て
い

こ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
と
き
に
、
友
達
の
紹
介
で
イ
ー
オ
ン
を
知

り
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
レ
ッ
ス
ン
と
テ
キ
ス
ト
が
充
実

し
て
い
た
の
で
、
イ
ー
オ
ン
に
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト

し
た
頃
は
周
り
の
生
徒
さ
ん
達
に
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
で
し
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
が
と
て
も
優
し
く
親
身
に
な
っ

て
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
為
、
今
で
は
楽
し
み
な
が
ら

も
し
っ
か
り
上
達
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
最
近
で
は
「
も
っ
と
英
語
で
話
を
し
た
い
！
」
と
気
持

ち
が
高
ま
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
最
初
の
頃
よ
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
以
前
は
「
世
界
中
の
人
と
話
を
し
た
い
」「
も
っ
と
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
友
達
を
作
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
海

外
か
ら
の
観
光
客
の
方
々
に
対
し
て
英
語
で
手
助
け
も
で
き
た
ら

い
い
な
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。【
継
続
は
力
な
り
】
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
英
語
を
勉
強
す
る
上
で
こ
の
言
葉
は
本

当
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
自
分
ひ
と
り

で
勉
強
を
継
続
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

イ
ー
オ
ン
に
は
頼
れ
る
教
師
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

権田 ちえ 様
（会社員）
博多校［福岡県］

宮本 万有 様
（高校生）
徳山校［山口県］

日比野 和彦 様（会社員）
　　　 右京 くん（年少）
橋本校［神奈川県］

藤沢 将人 様
高崎モントレー校［群馬県］

山田 佳範 様（会社員）
なんば校［大阪府］

海
外
か
ら
の
観
光
客
の
方
に

英
語
で
手
助
け
を
し
た
い
!

英
語
を
使
っ
て
、自
分
自
身
の

可
能
性
を
広
げ
た
い
。

ニッポンに、英語を話すよろこびを。

　
私
が
イ
ー
オ
ン
に
通
っ
た
き
っ
か
け
は
、
会
社
の
昇
進
条
件
に

T
O
E
I
C
テ
ス
ト
ス
コ
ア
が
5
0
0
点
以
上
必
要
だ
っ
た
こ

と
と
、
会
社
が
、
海
外
進
出
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
海
外
の
部

署
に
配
置
転
換
さ
れ
る
同
僚
達
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
次
は

自
分
の
番
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

で
し
た
。

　
学
生
時
代
、
英
語
が
最
も
苦
手
だ
っ
た
私
は
、
レ
ッ
ス
ン
に
つ

い
て
い
く
の
が
や
っ
と
の
状
態
で
、
仕
事
と
の
両
立
も
不
安
に

感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
方
の
学
習
法

を
聞
き
、
教
師
の
方
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
の
親
身
な
ア
ド
バ

イ
ス
の
お
か
げ
で
、
昇
進
条
件
に
必
要
な
5
0
0
点
を
突
破
し
、

1
年
で
約
2
0
0
点
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
ス
コ
ア
を
UP
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
も
効
果
的
な
学
習
法
だ
っ
た
の
は
、

英
文
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
ピ
ン
グ
と
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
で
し
た
。
最

初
に
習
っ
た
と
き
は
、「
本
当
に
英
文
の
CD
の
音
を
声
に
出
し
て

読
む
く
ら
い
で
、
上
達
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
半
信
半
疑
で

し
た
が
、
通
勤
時
間
や
仕
事
の
合
間
を
利
用
し
始
め
て
み
た
と

こ
ろ
、
2
ヶ
月
後
に
受
け
た
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
で
ス
コ
ア
が

飛
躍
的
に
伸
び
、
自
分
自
身
が
1
番
驚
き
ま
し
た
。
イ
ー
オ
ン

で
学
ん
だ
学
習
法
は
適
切
で
効
果
的
だ
と
感
じ
た
瞬
間
で
し

た
。
ま
た
、
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
で
自
社
製
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
見
た
外
国
人
の
お
客
様
か
ら
の
英
語
で
の
質
問
に
対
し
、
学

ん
だ
フ
レ
ー
ズ
を
思
い
出
し
、
英
語
で
返
答
す
る
こ
と
で
お
客

様
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
は
、
海
外
の
部
署
に
異
動
し
、
海
外
の
事
業
に

携
わ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
英
語
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
用
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
イ
ー
オ
ン
で
も
っ
と
英
語
力
を
磨
き
、
様
々
な
業

務
に
挑
戦
し
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私は、小さいころから外国人と話す機会があって、頭の中では言いたいことが決まっていても、話
すと上手く英語で伝えられず、挨拶で終わる事が多くありました。いつも会話が続いたら楽しいんだろ
うなと思っていました。また、私の将来の夢は、「海外で人の役に立つ仕事をしたい」という事もあり、
スピーキング力は欠かせないと思いました。そんな中で、母と考えて、イーオンに通うことをきめました。
　毎回のレッスンがとても楽しく、時間があっという間に過ぎてしまいます。先生方はとても優しく、
丁寧に教えてくださるので、「勉強をもっともっとがんばろう」という気持ちになれます。通い始めて、
自分の中で英語に対する見方が変わりました。どうやったらもっとスムーズに会話が進められるかな
ど今までになかった気持ちが生まれ、海外ドラマや映画にも興味を持つことができました。進路が決
まらず、目標もないまま、今まで英語を勉強してきましたが、イーオンで親身になって相談に乗って
くれる先生やスタッフの方、両親のおかげで、夢も見つかり、今はその夢に向かって頑張っています。
　夢は、大学留学です。そのためには、英検2級のA判定とネイティブの人にも通用する英語力を
身に付けることが今の私の目標です。英検2級のA判定をとるのはなかなか難しいけれど、努力す
れば絶対に取れると思っています。ネイティブの人に通用する英語力を身に付けるためにイーオン
のレッスン一回一回を大切にし、英語力を伸ばしていきたいと思います。今こうしてイーオンで英
語を学び、色々な人と出会う事ができ、目標に向かって頑張れているのは、イーオンの先生や両親
のおかげだと思っています。



第24回

◆第25回TOEICテストコンテストの結果発表は2014年5月予定です。 
◆第26回TOEICテストコンテストの受付は2014年2月の予定です。 スクールよりご案内させていただきます。

900点以上 全国1位
〈900点以上で上位3名はプラス10,000円〉

TOEIC®テスト
コンテストとは？
ハイスコアコンテスト

850点以上900点未満 全国2位
全国3位

30,000円相当〈1名様〉
20,000円相当〈1名様〉
10,000円相当〈1名様〉800点以上850点未満

10,000円相当

5,000円相当
3,000円相当

全国のイーオン共通で実施している、TOEICテストのスコアを競うコンテストです。入賞者には奨学金として下記金額相当
の商品券をプレゼントしています。詳しくはお通いのスクールスタッフにお尋ね下さい。

TOEICテスト800点以上を目指します！

※上位100名様までを上記の通り表彰します。

のびのびコンテスト 1回目と2回目のスコアの、のび幅を競います！

※上記含め上位30名様を表彰

TOEIC® テストコンテスト　入賞者の声

ハイスコア
コンテスト

2位
ハイスコア
コンテスト

のびのび
コンテストContest

TOEICテストの高得点を取得した方や点数が伸びた方をピックアップ!

TOEIC is a registered trademark of Educational Testing Service（ETS）. 
This publication is not endorsed or approved by ETS.

東郷 舞子 様（会社員） 
富士校［静岡県］

　

私
が
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
を
初
め
て
受
験
し
た
の
は
、
イ
ー
オ
ン
に
通
い
始

め
て
か
ら
約
２
ヶ
月
後
の
２
０
１
２
年
７
月
で
し
た
。
結
果
は
４
４
０
点
。
ほ

と
ん
ど
の
パ
ー
ト
で
平
均
点
以
下
、
特
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
け
で
は
１
５
５
点

で
自
分
の
英
語
力
の
弱
い
部
分
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
が

得
意
な
友
だ
ち
に
「
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
は
勉
強
し
な
く
て
も
５
０
０
点
く
ら

い
と
れ
る
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ
た
一
言
が
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
で
、
絶
対
に
ス
コ
ア

ア
ッ
プ
し
て
見
返
し
て
や
ろ
う
と
思
い
、
目
標
を
6
0
0
点
に
定
め

T
O
E
I
C
テ
ス
ト
の
勉
強
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

イ
ー
オ
ン
の
先
生
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
解
き
方
を
教
え
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
元
に
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
の
問
題
集
で
長
文
を
何
度
も
解
く
よ
う

に
し
ま
し
た
。
勉
強
し
て
い
く
と
出
題
傾
向
も
な
ん
と
な
く
分
か
る
よ
う
に
な

り
、
勉
強
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
「
分
か
ら
な
い
問
題
に
時
間
を

か
け
ず
に
１
つ
で
も
多
く
の
問
題
を
解
く
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
、
時
間
内
で
よ
り
多
く
の
問
題
を
解
く
、
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
覚
も

身
に
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
単
語
を
覚
え
る
の
が
苦
手
で
語
彙
力
も
な
か
っ
た
た
め
、
単
語
は

T
O
E
I
C
テ
ス
ト
向
け
の
基
礎
単
語
集
で
５
０
０
語
ほ
ど
を
と
に
か
く
繰
り

返
し
覚
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
リ
ス
ニ
ン
グ
セ
ク
シ
ョ
ン
は
T
O
E
I
C
テ

ス
ト
の
た
め
の
勉
強
は
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
日
々
の
レ
ッ
ス
ン
の
会
話
の
部
分
を

何
度
も
音
読
・
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
し
、
テ
キ
ス
ト
を
見
な
く
て
も
会
話
が
出
て

く
る
く
ら
い
ま
で
繰
り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
受
け
た
T
O
E
I
C
テ

ス
ト
の
結
果
は
目
標
を
大
き
く
上
回
る
７
０
０
点
！
日
々
の
積
み
重
ね
と
毎
週

の
レ
ッ
ス
ン
が
楽
し
み
で
、
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
応
援
し
て
く
れ
、
結
果
が
出
た
時
に
一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
る
富
士
校

の
先
生
方
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

毎
週
の
レ
ッ
ス
ン
が
楽
し
み
で
す
。

　最終目標は満点の990点ですが、今年受験したTOEICテストに向けて特に猛勉強をしたわけでは
ありませんでした。ただ、日常生活の中で見つけた時間の中でできるだけ英語やTOEICテストに触
れていくようにしました。
　英字新聞を毎日読もうと心掛けていますが、じっくり読もうとすると自分に負担がかかると思った
ため、通勤途中や外出時の移動時間で読むようにしています。以前読んだTOEICテストの参考書に、
「記事を多く読むことがいい事ではなく、1つでもいいのでジックリと内容を理解することを心掛けた
方が良い」とありましたので、気になる表現や単語があれば、メモを取ったり調べたりし、焦らず
内容を理解するように読むようにしています。
　リスニングは英字新聞を読むのと同様に、移動中にiPodに入れたもので勉強していました。よい
勉強方ではないかもしれませんが、思いついた時にTOEICテストの復習ができるので、自分を追い
こまずに解くことができました。暇があれば、海外や日本のテレビで英語ニュースを聞くようにして
います。また、問題集や過去問は時間をかけて解くのがベストだと思いますが、私は時間があれば
解くようにしました。何冊も問題集を買うことはせず、同じ問題集を何回も解き、間違えた問題に重
点を置いて復習していました。
　元々、TOEICテストは890点以下を取ったことはありませんが、それでうぬぼれてしまうと、英語
力が下がってしまうことも事実です。毎週受けているDiscussionクラスは、レベルの高い方が多い
ので、先生方や生徒さんとお話することで刺激を受け、自分の英語はまだまだだと、やる気を奮い
起こす良い機会となっています。

時間を有意義に活用しています。

440点⇒700点
3位のびのび

コンテスト

中林 幸成 様（会社員） 
三宮校［兵庫県］

280点UP

260点UP

990点満点

985点

515点⇒795点
1位のびのび

コンテスト

 武本 彩 様（会社員） 
五反田校［東京都］

1位ハイスコア
コンテスト

邦本 理夫 様（会社員） 
調布校［東京都］

　

T
O
E
I
C
テ
ス
ト
で
念
願
の
満
点
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

イ
ー
オ
ン
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
ハ
イ
ス
コ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
で 

全
国
1
位
に
な

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

　

T
O
E
I
C
テ
ス
ト
は
過
去
に
何
度
か
受
験
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
ス

コ
ア
が
停
滞
し
、 
こ
れ
以
上
の
ス
コ
ア
向
上
は
望
め
な
い
か
な
、
と
半
ば
諦
め

か
け
て
い
ま
し
た
。 
そ
ん
な
時
に
イ
ー
オ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
や
教
師
の
方
か
ら
「
今

度
の
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
満
点
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
言

わ
れ
、
お
勧
め
の
教
材
な
ど
も
教
え
て
頂
き
、
再
度
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

て
挑
戦
で
き
た
こ
と
で
、
今
回
の
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 　

T
O
E
I
C
テ
ス
ト
の
勉
強
法
と
し
て
は
、
リ
ス
ニ
ン
グ
は
本
番
よ
り
も

高
速
で
再
生
さ
れ
る
模
擬
問
題
を
、
聴
き
取
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で 

何
度
も

繰
り
返
し
聴
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
本
番
の
リ
ス
ニ
ン
グ
に
余
裕
を
も
っ
て
臨

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
文
法
の
正
確
さ
に
重
点
を

置
い
て
問
題
集
を
何
度
も
解
き
、
間
違
っ
た
理
由
を
正
し
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
努
め
ま
し
た
。 

本
番
で
は
最
後
に
丁
寧
に
見
直
し
を
行
い
、
ケ
ア
レ
ス

ミ
ス
が
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 　

満
点
を
取
得
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
時
に
、
イ
ー
オ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
や
教

師
の
方
々
が
、
我
が
事
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 
ス

タ
ッ
フ
や
教
師
の
方
々
は
常
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
楽
し
く
学
び
続
け
ら
れ

る
環
境
が
あ
る
お
か
げ
で
、 

英
語
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
で

き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
普
段
英
語
で
会
話
を
す
る
機
会
が
少

な
い
た
め
、
会
話
力
の
維
持
、
向
上
と
い
う
点
で
も
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。 

 　

今
回
T
O
E
I
C
テ
ス
ト
で
満
点
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

自
分
の
英
語
力
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　

今
後
も
継
続
し
て
学
習
を
続
け
、
更
な
る
英
語
力
向
上
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

念
願
の
満
点
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　このたび、第24回TOEICテストのびのびコンテストにおいて全国1位と光栄にもこのような
機会を頂きました。
　自分の場合、全体的な底上げが必要な状況からのスタートでしたが、苦手意識の強かっ
たPart2とPart5に重点を置いて取り組みました。Part5対策は600点レベルのPart5向けのテキ
ストを熟読し、基礎的な内容を確認しました。その後、730～800点レベルの問題集に取り
組み、得点源とすることが出来ました。
 　リーディング全体のタイムマネージメントについても先生方からアドバイスを頂いたりし、
Part5は正解率を維持しつつ短時間で回答できるように取り組みました。結果として、Part7の
時間を確保でき、リーディング全体のスコアアップにもつながりました。Part2は、Part2の会話
文をひたすら多聴しました。例えば、それまではiPodで音楽を聴いていた時間を Part2の会話
文を聞く時間に充てました。聞くと言っても流しながら聞くのではなく、1問1問問題を解く意識
を持って聴くようにしました。これは短い時間でも毎日続けるようにしましたし、今も続けてい
ます。1日、2日でも間が空くと急に英語が聞こえなくなってしまう経験があったので、毎日続け
ることが重要なのかなと思います。あと、Part3,4も含めてですが、試験よりも少し速いと感じ
るくらいのスピードの会話を多くリスニングすることも効果があったと感じました。
　今回の表彰には正直驚いておりますが、イーオンの先生方、スタッフの皆様には、レッス
ンの前後にもご相談にのって頂いたり、叱咤激励頂いたりしました。改めて御礼申し上げます。

毎日続けることの重要性。




